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一 

国
家
地
方
警
察
及
び
自
治
体
警
察
の
幹
部
を
教
育
す
る
施
設
と
し
て
は
、
東
京
に
警
察
大
学
校
、
東
京
、
大
阪
、
広
島
、

福
岡
、
仙
台
及
び
札
幌
に
管
区
警
察
学
校
高
等
部
が
あ
り
、
こ
れ
に
要
す
る
昭
和
二
十
五
年
度
の
予
算
と
し
て
は
、
警
察

大
学
校
三
一
、
四
三
九
、
〇
〇
〇
円
、
管
区
警
察
学
校
高
等
部
五
三
、
六
一
〇
、
〇
〇
〇
円
合
計
八
五
、
〇
四
九
、
〇
〇
〇
円
で

あ
る
。 

教
育
及
び
訓
練
の
内
容
は
、
幹
部
に
対
し
て
は
、
警
察
幹
部
と
し
て
必
要
な
最
新
の
知
識
技
能
と
広
い
識
見
教
養
を
與

え
て
部
下
を
率
い
て
警
察
実
務
を
能
率
的
に
運
営
し
て
ゆ
く
に
相
応
し
い
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
民
主
主
義

の
原
理
、
国
際
及
び
社
会
情
勢
の
分
析
、
検
討
、
新
法
令
に
関
す
る
知
識
、
部
下
統
率
の
原
理
、
新
し
い
搜
査
の
方
法
、

科
学
的
な
警
察
実
務
の
運
営
方
法
、
そ
の
他
拳
銃
操
法
、
逮
捕
術
等
の
術
科
学
関
係
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。 

巡
査
、
巡
査
部
長
に
対
す
る
教
育
は
、
管
区
警
察
学
校
本
科
及
び
都
道
府
県
警
察
学
校
で
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
訓

練
の
内
容
は
、
民
主
警
察
官
と
し
て
必
要
な
品
性
、
資
質
の
陶
や
に
加
え
て
刑
事
警
察
、
鑑
識
、
交
通
警
察
自
動
車
操
縦 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
警
察
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 

三 

 



二 

昭
和
二
十
三
年
三
月
七
日
か
ら
本
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
集
団
的
不
法
事
案
の
発
生
件
数
は
、
一
、
四

七
六
件
に
及
ん
で
い
る
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
一
概
に
警
察
と
一
般
国
民
と
の
衝
突
事
案
と
見
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
事
案
の
大
部
分
が
自
治
体
警
察
管
轄
区
域
内
に
発
生
し
た
こ
と
と
、
事
案
の
処
理
を
自
治
体
警
察
の
み
で
行

つ
た
場
合
、
国
警
と
自
警
と
協
同
し
て
行
つ
た
場
合
及
び
国
警
の
み
で
行
つ
た
場
合
等
そ
の
処
理
の
態
様
を
異
に
し
て
い

る
事
情
に
よ
り
取
締
従
事
警
察
官
数
、
取
締
期
間
及
び
取
締
に
要
し
た
経
費
等
は
詳
細
に
し
得
な
い
。 

法
、
写
真
術
、
射
撃
術
、
逮
捕
術
、
救
急
法
及
び
警
察
通
信
等
の
警
察
実
務
術
科
に
重
点
を
お
き
、
警
察
官
全
員
が
能
率

的
な
実
務
執
行
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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